
第 12 期 特定⾮営利法⼈栄養改善学会関東・甲信越⽀部会 総会 議事要旨 
 
⽇ 時 平成 27 年 2 ⽉ 28 ⽇（⼟）12：00〜13：00 
場 所 （独）国⽴健康・栄養研究所 
出席者 ⽀部会正会員 19 名  
議 題 1. 議⻑の選出 

2. 会の成⽴宣⾔ 
3. 第 12 期（平成 26 年度） 事業報告（中間報告）について 
4. 第 12 期（平成 26 年度） 会計報告（中間報告）について 
5. 幹事の増員について 
6. 第 13 期（平成 27 年度）事業計画について 
1) 第 3 回 ⽀部学術総会 

資料 1 第 12 期（平成 26 年度）事業報告（中間報告） 
資料 2 第 12 期（平成 26 年度）会計報告（中間報告） 
 
議事 1.議⻑の選出 

総会に先⽴ち、議⻑の選出が⾏われた。議⻑の推薦がなかったため、幹事会より⼗⽂字⼥⼦⼤学の⻑澤
伸江先⽣を推薦し、審議の結果、承認された。 

 2.会の成⽴宣⾔ 
  19 名の会員の参加をもって、会の成⽴が宣⾔された。 
 3.第 12 期（平成 26 年度） 事業報告（中間報告）について 

⽀部⻑より、資料 1 に基づき、中間報告が⾏われた。今期の事業は、総会終了後に⾏われる第⼆回学術
総会である旨の説明があり、審議の結果、承認された。 

 4.第 12 期（平成 26 年度） 会計報告（中間報告）について 
⽀部⻑より、資料 2 に基づき説明があった。本総会は中間報告であるため、予定⾦額での⽀部会計の⽅
針について承認いただきたいとのことであった。審議の結果、承認された。 

 5.幹事の増員について 
幹事を選出する件で、⽀部⻑より増員の提案があった。1 都 9 県よりできる限り各 1 名以上の幹事を選
出する⽅針をふまえ、⻑野県より廣⽥直⼦⽒（松本⼤学⼤学院）、新潟県より斎藤トシ⼦⽒（新潟医療福
祉⼤学）の 2 名の幹事候補の提案があり、審議の結果承認された。これで、幹事が選出されていない県
は、栃⽊県と⼭梨県の 2 県となった。 

 6.第 13 期（平成 27 年度）事業計画について 
第 13 期第 3 回学術総会について、⽀部⻑より提案が⾏われた。提案内容は、学術総会⻑は川島由紀⼦
幹事（聖マリアンナ医科⼤学病院）に依頼し、臨床栄養の実践現場の⽴場からの企画とすること、時期
はこれまで同様 2 ⽉実施予定とすること、であった。審議の結果、承認された。 
市⺠公開講座について、⾸都圏以外の地⽅で⾏うこととし、13 期中に⻑野県か新潟県で実施できるか調
整を進めることの提案があり、審議の結果、承認された。 
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